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第１３回例会 NO.2534 

 

   

国際ロ－タリ－第 2790 地区 

◆欠席者【敬称略】      
石井文子・大岩もえ・大里光夫・叶川博章・
金見和子・嶋津正和・鈴木秀幸・趙 亜南・
中野麻美・林田謙志・藤野宏治・宮寺順子 

 

◆出席 会員４２名 ◆出席率    ６８.４２％ 
出席２６名 ◆前々回出席率 ７６.３１％ 
欠席１６名 ◆修正後出席率 ７８.９４％ 

 

SERVE TO CHANGE LIVES  

2021-22年度国際ロ－タリ－テ－マ 

奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 

【大岩もえ会員のペット】 ◆点鐘 １２時３０分  ◆Ｒソング斉唱 
渡邉愼司会長   「手に手つないで」 
 

 

◆四つのテスト        堀内正人会員 

◆メイクアップ    
・10/4  地区ＲＬI 委員会    山田修平 
・10/9  地区諮問委員会     山田修平 
・10/15 第 4 回地区ロータリー財団委員会 
                 堀内正人 

 
 

■司会進行        渡部和夫ＳＡＡ 

ニコちゃん 

 



■会長挨拶・報告       渡邉愼司会長 
今月は米山月間という事もあ 

り、第 2790地区米山記念奨学会 
委員長の森秀樹さんをお迎えし 
て卓話をして頂きます。本来な 
らば会長挨拶の中でも米山につ 
いて触れるところですが、今回 
は卓話でのお話を楽しみにして頂き、私はポリ
オ撲滅活動についてお話をさせて頂きます。 
ポリオは古代エジプト時代からあるウイル

スです。病原菌が発見されたのは 1948 年にア
メリカにおいてでした。その後、ワクチンの開
発により少しずつ感染地域が減っていきまし
た。日本では 1980 年の 1 例を最後に現在まで
野生のポリオウイルス感染者はいません。現在
のコロナもそうですが、ワクチンによる免疫効
果によりウイルスを封じ込める事が出来るの
です。 
そして国際ロータリーとポリオとの関係は、

1979 年にフィリピンにおいて経口ポリオワク
チンを 600万人のこどもに予防接種を施すとい
う計画からスタートしました。1982年のＲＩ理
事会において、ロータリー創設 100周年の西暦
2005 年までに、全世界の児童にポリオワクチン
接種を行うという目標を採択しました。当時は
5 年間で 1 億 2000 万ドル（当時の円換算で 240
億円）の費用が必要であり、大部分をロータリ
ーの寄付金で賄うとう計画でした。当時の日本
での寄付目標は 40 億円で、半分の 20 億をロー
タリーで、その他の 20 億を財界やその他団体
からの寄付とする目標を掲げ、2 年間で 22億円
の寄付金を集めたそうです。1989 年 11 月末に
は目標の 40億円を達成し、全世界においても、
1989年 11月時点で 2億ドル（円換算 280億円）
もの寄付金を集めたそうです。 
大きくポリオ撲滅活動が進むきっかけとな

ったのは、1988 年にＧＰＥＩ（Global Polio 
Eradication Initiative）を世界保健機関など
の他団体と立ち上げたことにより、世界的活動
へと移っていきました。1988 年当時 125 カ国、
35万人のポリオ患者がいたとされています。そ
の発生地域にワクチンを届ける事によって、ポ
リオ撲滅を目指しました。しかし、経口ワクチ
ンを発生地域の子供たちに摂取させることは
大変難しい活動でした。ワクチンを低温で保管
する場所や、ワクチンに対しての知識や認識不
足による反対や、戦争や紛争地域といった多く
の問題がありましたが、地元政府や地元のボラ
ンティア、そしてロータリアンの努力より感染
地域一つずつ確実に減らしてきました。 
また、ポリオに対する寄付金として忘れては

ならないのはビル＆メリンダ・ゲイツ財団です。
2007 年に 1億ドル、2009年に 2 億 5500万ドル
がロータリーに供与され、2013年からはロータ
リーが集めた寄付の 2 倍を上限 3500 万ドルの
寄付をする約束をし、その後上限を 5000 万ド
ルに引き上げました。ポリオ撲滅のための資金
はロータリーが役 25％、ゲイツ財団が 33％、各
国政府が 33％でその他は全世界からの企業な
どだそうです。 
現状では 1988 年から比較するとポリオ発生

率は 99.9％減少しています。現在野生型ポリオ
ウイルスの発生が報告されているのは、アフガ
ニスタンとパキスタンの 2 カ国のみです。しか
し、世界から完全にポリオを根絶しない限りこ
の活動は終わることが出来ません。ウイルスが
残っている限り再度拡大する心配があるから
です。この活動をストップした場合、10年後に
は年に 20 万人もの子供がポリオによる麻痺障
害に侵される可能性があるとされています。 
毎年 11 月にロータリー財団への寄付を募り

ますが、ＭＹ ＲＯＴＡＲＹから寄付をすれば、
ポリオへ撲滅への寄付をすることが簡単にで
きます。ポリオに対する寄付もポール・ハリス・
フェローの認証の対象となっています。 
また、10 月 24 日は世界ポリオデーとし、ポ

リオ撲滅活動に対する現状の認識と、地域の
人々への寄付の呼びかけなどを推奨していま
す。2790地区では各クラブにおいてポリオ撲滅
祈願を実施することを呼びかけています。当ク
ラブも 10月 24日に宮寺会員の高蔵寺において
実施する事になっていますので、ご都合の合う
方は参加頂きたいと思います。 
人類の歴史はウイルスとの戦いだったと学

者の方が述べていましたが、まさにその通りで
コロナウイルスについても数年後にはインフ
ルエンザと同様の感染症となることでしょう。
まずは一日も早い収束を願うばかりです。 

 
■幹事報告         吉田和義幹事 
1.幹事報告 
1)10 月米山奨学会への寄付金 
のご案内をいたしましたが、 
11月末頃まで受け付けてお 
りますので、引き続きよろ 
しくお願いいたします。 
また、11 月にロ－タリ－財団への寄付ご案
内も予定しており 
ますので何卒ご協力くださいますようお願 
いいたします。 

2)2021-22 年度ガバナー事務所より 日本経済
新聞社【10月 22日朝刊全国版】一面広告掲
載についてのお知らせが届いておりますの
で回覧いたします。 

3)2022-23 年度事務所より「2022-23 年度地区
委員ご推薦のお願い」が届いておりますの
で回覧いたします。 

2.他クラブからのお知らせ 
1) 印西 RCより「送付先変更のお知らせ」が

届いておりますので回覧いたします。 
2）君津 RC・上総 RCより「週報」が届いてお
りますので回覧いたします。 

3.その他のお知らせ 
  特になし 
4.回覧 
・2021-22 年度ガバナー事務所より 日本経済
新聞社【10月 22日朝刊全国版】一面広告掲
載についてのお知らせ 

・2022-23 年度事務所より「2022-23 年度地区
委員ご推薦のお願い」 

・印西 RC より「送付先変更のお知らせ」 
・君津 RC・上総 RC より「週報」 



■委員会報告 
◆雑誌・姉妹クラブ委員会 阪中昌司委員長 

【ロータリーの友 10 月号の紹介】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔横組み１２ページ〕 
よねやまだより 
１９９８年１２月に掲載された「『山月記（さん
げつき）』の虎」（山月記は１９４２年発表、中
島敦の短編小説）から四半世紀経った今の心境
を当時米山記念奨学生だった金翼水（キムイク
ス）氏が語っています。 
 『山月記』の虎は、人のこころのうぬぼれと
ねたみを意味しています。たとえ生まれつきの
才能に恵まれなくても、広く学び、努力し、自
分の可能性を最大限に生かす人こそが、この社
会で最も立派な資産であり、それこそが非凡な
才人だと述べています。そして、“最も平凡なこ
とが真の非凡である”という心構えで一つの道
を歩んできて、「今の社会のために自分が出来
ることは何か」ではなく、「自分が最も力が発揮
できることは何か」を常に考えて生きてきたと
語っています。今につながる人生は、米山奨学
生から始まったもので、人の大切さや思いやり、
そして奉仕の心を学んできたので、未来に羽ば
たく新たな非凡な人間を育てるために力を入
れたいと語っています。 
 
〔横組み１８～１９ページ〕 
ロータリアンになった学友にロータリーを好 
きになった理由を聞いています。 
 
〔横組み２４～２５ページ〕 
ＲＩ指定記事 多様性・公平さ・インクルージ 
ョンへのロータリーのコミットメント 
ロータリーでは、多様性、公平さ、インクル

ージョン（包括・包含）を重視しています。ど
のような人か、また、ジェンダーや性的指向、
宗教、障害の有無、出身国や文化が何かは重要
ではありません。重要なことはただ一つ、持続
可能な良い変化を生むために行動したいとい
う意思だけです。 
 
〔縦組み４ページ〕 
グローバルとローカル現代世界の中の 

「地方創生」 
前千葉大学理事副学長 山田賢（やまだまさる）
氏の講演（ホスト成田ＲＣ） 
 グローバルへの志向とローカルへの志向は
相反する方向性と理解されていますが、重要な
のは、グローバリズムへのむやみな反発ではな
く、「ローカル」を冷静に再構築していくための
理知ではないでしょうか。 

 ２０１９年７月に内閣府で検討された「地方
創生の現状と今後の展開」で提唱されたのが、
第一に「関係人口」という考え方で、都市部か
ら地方への直接的な人口移動を促すより、地域
社会との関係を維持する「関係人口」を創出・
拡大し、将来的な地方移住という「人の流れ」
をつくるという発想です。第二はＳＤＧｓの重
視。第三は、企業と積極的に連携し、企業投資
による地方への資金の流れを強化する方向性
です。 
 こうした観点から見ると、千葉県は、成田空
港と東京に近接するゆえに「関係人口」の誘因、
あるいはローカル・イノベーションの成果を日
本の市場、さらにはグローバルな市場に連結す
るにあたって、有利な条件が備わっていると言
えます。それを更に強化するには、ブランド化
が必要ですが、地元の人よりも学生等の「よそ
者」からの視点から地域の魅力をプロデュース
する方が効果があります。 
 私たちは、「地方から世界へ」発信できる地域
社会ならではの独自の魅力を、まさに今、自分
たちが住んでいる地域から掘り起こし、探求す
る努力を続けていくことが大切です。 
 
〔縦組み９ページ〕 
この人を訪ねて 
遠山昌子さん元タカラジェンヌで漬物メーカ
ーの６代目社長 
子供のころに憧れた宝塚に入るために自宅

から往復５時間かけて学校に通い、最後の４回
目の挑戦で見事合格、同期で８番まで成長しま
したが、祖父の病で後継者不在だったことから
退団し、後を継ぎました。始めは社長として周
りから認められなかったとのことですが、大学
の通信制で経営を学び、自ら手掛けた商品がヒ
ットするなどして、経営者として認められるよ
うになったとのことです。 
 経営理念は「笑顔の伝承～２００年企業を目
指して～」、そのために商品開発や海外展開に
も力をいれたいとのこと。ＲＣでは明るく、何
を頼んでも嫌と言わずにやってくれて引っ張
りだこで、将来クラブを背負って立つ逸材との
ことです。 
 
〔縦組み１３ページ〕 
卓話の泉 薬の使い方 
 薬の種類や飲み方等が分かりやすく解説さ 
れているので勉強になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



◆青少年奉仕委員会    小林裕治委員長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 月 21 日桜植樹、皆さまふるってご参加お
願いします。 
 

◆米山記念奨学会委員会  豊田文智委員長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本日は米山奨学事業の卓話を森秀樹様より
頂きます。寄付もまだ受け付けておりますの
で、よろしくお願いします。 

 
◆国際奉仕ロータリー財団委員会 

倉島和広委員長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今月はロータリー財団月間です。皆さんご寄
付をお願いいたします。 

 
◆ニコニコボックス報告   田口理紗会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇豊田文智会員 
 米山記念奨学会委員長の森秀樹様、本日は卓
話ありがとうございます。どうぞよろしくお
願い致します。 

 

◇倉島和弘会員 
 国際奉仕ロータリー財団委員会、委員長の倉
島です。恒例ではありますが、今年も 11 月
が財団月間となります。皆さまのご寄付宜し
くお願い致します。 

 
◇渡邉愼司会長 
 アクアコインでの支払いをできる様にしま
した。地域経済発展の為にもスマホへアプリ
をインストールしてみて下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ロータリーについて知ろう～   

第 13 回目 

 

 

 

 

 

 ２０２１－２２年度国際ロータリー会長エ

レクトをご存知ですか。Windsor-Roselandロ

ータリークラブのジェニファー E. ジョーン

ズ氏です。ウィンザーにある Media Street 

Productions Inc.の創業者兼社長です。女性初

の会長に選出されるにあたり、ジョーンズ氏

はロータリーの「多様性、公平さ、インクル

ージョン（DEI）に関する声明」の重要性を

理解しています。「多様性、公平さ、インクル

ージョンを最優先し、女性会員や 40 歳未満

の会員を増やすには、まずリーダー陣がこれ

を実践し、そのメンバー構成に反映させてい

く必要があります」とジョーンズ氏。「どちら

の目標でも 2 桁の成長を目指し、決してロー

タリーファミリー全体を見失わないようにし

ます」と述べています。 

 ジョーンズ氏は超我の奉仕賞、ロータリー

財団功労表彰状を受賞しているほか、夫のニ

ック・クラヤシッチさんと共に、アーチ・ク

ランフ・ソサエティ、ポール・ハリス・ソサ

エティ、ロータリー財団遺贈友の会の会員と

なっています。 

 木更津東ロータリークラブも女性会長が待

ち遠しいですね。 

 



■例会アワー  

◆米山記念奨学会委員会 
国際ロータリー第 2790 地区 

米山記念奨学会委員会     森 秀樹委員長 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「米山記念奨学会の基礎」 
 

本日はお招きいただきありがとうございま
す。日頃はロータリー米山奨学事業にご理解、
ご協力をいただきありがとうございます。 
本日のテーマは「米山奨学事業の基礎」です

が、ベテランの会員さんや PETS、RLI などのリ
ーダーシップ研修を終えられた方には振り返
りとしてお聞きください。 
 まずは概要と設立の過程からです。日本のロ
ータリークラブ独自事業であり、目的は設立時
から一貫して「日本で学ぶ留学生の支援」で、
特徴としては奨学金を渡すだけではなく、世話
クラブ・カウンセラー制度をもうけ物心両面で
留学生を支えています。「米山」と個人の名称が
付いていると財を成した方が私財を投じて行
っている様ですが（ビルゲイツ＆メリンダ財団
‥）米山梅吉翁の死後 1952 年東京ロータリー
クラブにより「米山基金」として誕生していま
す。 
 2021年までに 129の国と地域（日本が承認し
ている国 196）から累計 22,267人の留学生を援
助してきた国内最大の民間奨学金です。奨学生
の選考基準は「留学の目的将来の目標」「交流へ
の熱意」「人間性人柄」「コミュニケーション能
力」そして「地区裁量」です。選考基準には「個
人の経済状況」は無いので「GDP で日本を抜い
た国に支援するのはいかがなものか」など関係
無しです。2790 地区の独自基準として「国籍の
偏り是正」「継続留学生採用の制限」を掲げてい
ます。この厳しい選考基準を突破した学生を私
たち地区委員会では自信を持って世話クラブ
に送り出しています。 
 米山奨学事業は先程も説明した通り、私財で
はなく我々ロータリークラブの会員からの寄
付で成り立っています。近年は 13～14 億円の
寄付金実績があり、事業費の内訳として管理費
は今までの積立金の利息で賄い、皆様からの寄
付金はほぼ全額奨学金に充てられています。皆 
様から寄せられた寄付金は二種類「普通寄付」 
と「特別寄付」です。普通寄付は半期ごとにク 
ラブの会員数の応じて振込んでいただいてお

ります。なぜ二種類あるのかとお思いでしょう
が、1967年の財団法人化の際に当時の文部省よ
り「財政の健全化」のために課せられたもので、
日本の全てのロータリークラブが同意してお
ります。特別寄付については 10 万円ごとに表
彰制度がありますが 1円からでも出来る寄付金
です。金額の多寡にかかわらず幅広い皆様から
の寄付をお願いしており、寄付者の割合も将来
の 2790 地区に割り当てられる奨学生の数（今
年は 28 人+海外応募者 1 人来年は 26 人）に影
響しています。どうぞよろしくお願いいたしま
す。 
 米山奨学生は 1年または 2年の奨学期間を終
了すると米山学友となります。2790地区では学
友連絡会があります。そこではロータリー財団
学友やローターアクトも一緒になって活動し
ています。2021 年 3 月には皆様のご協力もあり
素晴らしいコンサートを開催することが出来
ました。今年度も学友たちでコロナウイルス感
染症予防の啓蒙活動が進行中です。 
 8 月 28 日の委員長セミナーのおさらいにな
りますが、ハラスメント研修は各クラブで進め
て下さい。2019 年の RI 理事会よりロータリア
ンの行動規範⑤の追加や米山記念奨学会と地
区ガバナーそして世話クラブの間では業務委
託・覚書の締結が 2020 年より始まっておりま
す。 
 この様に米山奨学事業は我々日本のロータ
リークラブより生まれた事業であり、財団法人
への寄付なので税制優遇を受けられる高い透
明性を持った奨学事業です。このコロナ禍で例
会もままならない日々が続いておりましたが
引き続きご支援、ご協力をよろしくお願いいた
します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

木更津東ロ－タリ－クラブ事務局メ－ルアドレス eastkisarazu-rc@nifty.com 

 

◆点鐘 １３時３０分 渡邉愼司会長    
 

 


